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お客様、投資家およびパートナーの皆様、従業員各位 

 

Dropbox では、長期的な価値を生む持続可能なビジネスを構築すべく努めており、2022 年も、環境への取り組みを継続
し、進展させてきました。また、この 1 年間、Dropbox はカーボン フットプリントを削減し、従業員に焦点を当てたプログラム
およびイニシアチブへの投資を継続してきました。 

 

Dropbox がバーチャル ファースト企業になってから 2 年が経った 2022 年、現在の進捗状況は満足できるものとなってい
ます。Dropbox では、従業員の主な働き方がリモートであることから、テレワークでの温室効果ガス排出量を測定していま
すが、スコープ 1、スコープ 2、およびスコープ 3 の通勤や出張による排出量ならびにテレワークによる排出量でカーボンニュ
ートラルを達成いたしました。また、2022 年には、コロケーション データ センターを含め、事業の運営に再生可能電力を 

100% 利用するに至りました。そして何よりも喜ばしいのは、2030 年までに果たすと誓ったこうした目標を、8 年前倒して達
成することができたことです。 

 

Dropbox では、社内で多様性とインクルージョンを促進するため、「多様でインクルーシブなチームの構築」、「公平な能力開
発と昇進」、「個人の成長への取り組み」という 3 つの目標に何年も取り組んでいます。当社は、経歴、経験、考え方において多
様性を持つことが Dropbox を強化すると考えており、誰に対してもインクルーシブな組織であるよう常に努めています。 

 

また、当社では、人工知能（AI）が知識労働を完全に変える可能性があることを長年信じてきました。膨大なコンテンツ、アプ
リ、タブが存在する中で、整理された状態を保ち、最高の仕事を成し遂げるために必要なものを見つけることがどれだけ困難
かをお客様からお聞きしていた Dropbox では、最近になり、新世代のパーソナライズ AI 機能を導入しました。AI を活用し
たユニバーサル検索ツールである Dropbox Dash、Dropbox AI により、お客様の作業効率を改善し、集中力、効率性、生産
性の高い仕事を可能にします。 

 

同時に、お客様に代わってこのような新技術を採用することに伴う大きな責任を認識しています。以前から「信頼に値する存
在」であることが、Dropbox で行うすべての業務における中心にありました。そして AI 新時代とも言える今、お客様のプライ
バシーの保護、公平性の擁護、透明性のある行動の実践において自ら責任を負うことは不可欠となっています。Dropbox で
は、将来にわたり責任を持って AI 製品と AI 機能を開発する指針とするため、一連のAI 原則を公開しました。

4

https://blog.dropbox.com/topics/product/introducing-AI-powered-tools
https://experience.dropbox.com/en-us/ai-principles#:~:text=At%20Dropbox%2C%20we%20believe%20that,more%20enlightened%20way%20of%20working.
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AI の利用を広げる中で、この技術を実現するために必要となる甚大なエネルギー消費量にも留意しています。そのた
め、今後もデータ センターには再生可能エネルギー源の利用を促進し、進捗について透明性を維持いたします。
 

 

持続可能性を優先し、責任ある AI および再生可能エネルギーに投資することで、Dropbox のビジネスを強化し、持続
可能性を向上させることができ、ひいては関係される皆様に長期的な価値をお届けできると固く信じています。 

 

ご理解とご協力ありがとうございます。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

ドリュー・ハウストン 

Dropbox CEO 兼共同創設者
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「持続可能性を優先し、責任ある AI お
よび再生可能エネルギーに投資すること
で、Dropbox のビジネスを強化し、持続可能
性を向上させることができ、ひいては関係され
る皆様に長期的な価値をお届けできると固く
信じています。」

-ドリュー・ハウストン
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このレポートについて
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2022 年インパクト ファクト シートでは、Dropbox の
主な環境、社会、ガバナンス（ESG）プログラムと問題
の一部を、2022 年における ESG の進捗と達成度の
最新情報とともに説明しています。影響レポートの完
全版は隔年での公開を予定しています。詳細について
は、www.dropbox.com/esg をご覧ください。

レポートのフレームワーク

このファクト シートの内容は、Global Reporting 

Initiative (GRI）をはじめとする持続可能性レポー
ト作成のスタンダードおよびフレームワークに基づ
く、Dropbox の ESG 優先評価により作成されていま
す。Dropbox の ESG レポート作成は Sustainability 

Accounting Standards Board(SASB）の基準に
適合しています。また、Dropbox は国連グローバル
コンパクト（UNGC）に加盟しており、このレポートは 

Dropbox の UNGC コミュニケーション オン プログレ
スでもあります。

レポート期間と範囲

このファクト シートに含まれる情報は、別途記載が
ない限り、2022 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 

日までのものです。このファクト シートのデータに
は、Dropbox, Inc. および完全子会社の活動が反映さ
れています。

外部保証

Dropbox は、スコープ 1、スコープ 2、およびスコープ 3 

カテゴリ 6 の温室効果ガス（GHG）排出量を含む、一
部の ESG メトリクス、および多様性関連メトリクスの
独立審査を Ernst & Young LLP（EY）に依頼していま
す。メトリクスの審査日程を含む独立監査人の審査報
告書のコピーについては、付録 C をご覧ください。

https://www.dropbox.com/esg
https://www.globalreporting.org/
https://www.globalreporting.org/
https://www.sasb.org/
https://www.sasb.org/
https://unglobalcompact.org/
https://unglobalcompact.org/
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このレポートにある記載の一部は「将来予想に関する記述」であり、1934 年証券取引所法 21E 条のセーフハーバー規定お
よびその他連邦証券法に準拠するよう作成されています。そうした記述は、このレポートの日付から見た将来の出来事や結
果に関する経営陣の意見、期待、見解、計画、目標、想定、予測に基づいています。これには、弊社の ESG への取り組み、戦
略、イニチアチブ、目標、およびこうした取り組み、戦略、イニチアチブ、目標の弊社事業、事業計画と戦略、事業運営、弊社テク
ノロジーとサービス、成長の機会、および関係者による取り組みの努力への影響が含まれますが、これに限定されません。こ
のような将来予想に関する記述は、実際に起こったことではなく、あくまで予測であり、想定のみならず、なんらかのリスクと
不確実性を含みます。実際の結果、活動のレベル、パフォーマンス、達成事項、および出来事は、将来予想に関する記述にあ
るそれらの記載、予測、または暗示されている内容から大きく異なることがあります。記載されている想定を Dropbox が合
理的であると考えていても、実際の結果が将来予想から大きく異なることになるリスクや不確実性は数多く存在します。これ
には、米国証券取引委員会（SEC）に提出された Form 10-K の 2022 年 12 月期の年次報告書内「リスク要因」で検討され
ているリスク、および SEC に提出された文書に記載されているその他要因が含まれます。Dropbox はこのレポートに含ま
れる将来予想に関する記述の更新または改訂について、法律で求められる場合を除き一切の責任を負いません。 

 

Dropbox が弊社 ESG 目標およびイニシアチブを重要であると考えていても、Form 10-K の年次報告書およびそれに続く 

10-Q 文書に記載されている範囲を除いて、その ESG 目標、イニシアチブ、またはリスクが弊社の財務結果および運営結果
にとって重要であるとは現在考えていません。このレポートには、米国 SEC 文書で開示するよう Dropbox が求められてい
る人的資本の措置または目的と異なる可能性のある、またはそれに対する追加となる人的資本の措置または目的も含まれ
ています。Dropbox が事業を管理する上で焦点を当てている人的資本の措置または目的に関する解説については、最新の 

Form 10-K の年次報告書に記載されている「人的資本」の項目をご覧ください。
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将来予想に関する記述と重要免責事項

このファクト シートを作成するにあたりご協力いただいた次の外部パートナーに感謝いたします。
• Orrick Herrington & Sutcliffe LLP

• Persefoni

• WSP

謝辞

https://www.orrick.com/
https://www.persefoni.com/?_gl=1*gjl3pj*_up*MQ..&gclid=CjwKCAjwtuOlBhBREiwA7agf1ky1GLD_zUApqYRZZ-vVQpXpX2RnJKiS0lvDeZx21D8z3zlsTY6_lxoCFvcQAvD_BwE
https://www.wsp.com/en-us/


9

Dropbox の ESG
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ESG ハイライト 

Dropbox の ESG 優先事項 

ESG の取り組み
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環境に関するハイライト

ガバナンスに関するハイライト 

社会に関するハイライト 

• Dropbox が開発した Deep Sleep テクノロジー
が、2022 年にデータ センターでの電力使用量を
およそ 510 万キロワット時低下させる中で重要な
役割を果たしました。1

• 再生可能エネルギーの 100% 利用を 2 年連続で
達成しました。2、3

• スコープ 1、スコープ 2（マーケット基準）、およびス
コープ 3 の出勤や出張による排出およびテレワー
クによる排出でカーボンニュートラルを達成しまし
た。4、5

• 2022 年に最初の ESG 影響レポートを公開しま
した。

• データ保護責任者のオフィスを拡張しました。

• 全世界を対象に不妊治療と家族形成のための手
当を拡充し、従業員が家族を育む支援を行いまし
た。

• 結果に対する所有意識と責任感に焦点を当てた
文化を育成できるよう、全マネージャーを対象
に、リーダーシップ開発の必須プログラム「High 

Impact Leadership」（影響力の高いリーダーシッ
プ）を新たに立ち上げました。

• 従業員のボランティア時間が 2021 年から 91.5% 

増加しました。6

1 Deep Sleep テクノロジーの詳細については、付録 C をご覧ください。 

2 Dropbox の再生可能エネルギー目標の詳細については、付録 C をご覧ください。 

3 Dropbox のデータ センター インフラストラクチャの詳細については、付録 C をご覧ください。 

4 テレワークによる排出の評価に使用した手法の詳細については、付録 C をご覧ください。 

5 Dropbox では、スコープ 1 およびスコープ 3 カテゴリ 6 の排出量を相殺するために、同量のカーボン クレジットを購入しました。 

6 この増加は、気候関連の非営利活動のためのボランティアを増加させることに焦点を当てた戦略、ならびに COVID-19 パンデミック後の対面イ

ベントの増加によるものです。

10
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Dropbox の ESG 優先事項

Dropbox は 2021 年に ESG 優先トピック評価を実施し、12 個の ESG 優先トピックを特定しました（以下に記載）。この 

12 個の優先トピックを基に、2022 年7 にはユーザーを保護する、人を最優先する、誠実に行動する、影響に責任を持つと
いう 4 つの主要影響分野を定めました。各トピックへのアプローチの詳細については、2021 ESG Impact Report 

(2021 年 ESG 影響レポート）をご覧ください。

このファクト シートには、一部の ESG 優先事項の進捗に関する最新情報が含まれます。各トピックへのアプローチの詳細に
ついては、2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響レポート）をご覧ください。

7 Dropbox は 2022 年に ESG 影響分野および優先トピックのタイトルとグループ分けを更新し、情報をさらに明確かつ正確に整理して、理解しやすくしま
した。優先するコンテンツとトピックの本質は変わっていません。

影響分野 優先トピック

ユーザーを保護する

人を最優先する

誠実に行動する

影響に責任を持つ

• プライバシーおよびデータ セキュリティ
• 製品責任およびデータ倫理

• 人材誘致およびエンゲージメント
• 従業員の健康、安全、幸福
• 多様性、公平性、インクルージョン
• 同一賃金と賃金格差
• アクセシビリティ

• 企業倫理と誠実性
• 人権と労働者の権利
• リスク管理

• IT インフラストラクチャの持続可能性
• エネルギー、排出量、気候

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
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ESG の取り組み

持続可能性目標

Dropbox は 2020 年に、以下の持続可能性目標
を 2030 年までの完了を目指して設定し、それぞ
れを 2022 年に達成しました。

スコープ 1 およびスコープ 2（マーケット基準）の
排出量、ならびにスコープ 3 の通勤や出張による
排出量およびテレワークによる排出量でカーボン
ニュートラルを達成しました。 
データ センターをはじめ、事業運営に再生可能エ
ネルギーを100% 利用しました。 
Environmental Justice Foundation や 
Surfrider Foundation など気候変動対策に取り
組む組織を支援しました。8 

環境保全を目的とする従業員のボランティア休暇
利用を促進しました。

Dropbox では、持続可能性目標およびその目標に向けた進捗を定期的に確認し、持続可能性目標を更新して、成果を将来
的に ESG プログラムおよび戦略に反映できるようにしています。

8 Dropbox では、パートナー企業、Dropbox Foundation、従業員のギフト マッチングを通じて、Environmental Justice Foundation および 
Surfrider Foundation を支援しています。

12

1.

2.

3.

4.

4 つの持続可能性目標をすべて 8 年前倒して 2022 年に達成できたこ
とを喜ばしく思います。

https://blog.dropbox.com/topics/company/dropbox-sets-sustainability-goals-for-2030
https://ejfoundation.org/
https://www.surfrider.org/
https://www.dropbox.foundation/
https://ejfoundation.org/
https://www.surfrider.org/
https://blog.dropbox.com/topics/company/dropbox-sets-sustainability-goals-for-2030
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多様性、公平性、インクルージョン
の目標

Dropbox では、社内で多様性とインクルージョンを促
進するための 3 つの長期目標に継続的に取り組んでい
ます。

この取り組みに向けた進捗については 2022 Diversity 

Report(2022 年多様性レポート）でご覧いただけます。

多様でインクルーシブなチームの構築を継続する。 

公平な能力開発と昇進。 

個人の成長を支援する。

9 Dropbox において「バーチャル ファースト」とは、リモートワークが Dropbox の従業員にとって主な働き方であることを意味します。ただし、Dropbox にオ
フィスがないということではなく、対面の共同作業、ミーティング、イベントが必要なときに利用できる Dropbox Studios や、サードパーティのオンデマンド 

ワークスペースを用意しています。
13

1.

2.

3.

4.

カーボンニュートラル目標を拡張

Dropbox は 2021 年にバーチャル ファースト9企業に転換し、リモートワーク早期採用企業となりました。従業員を継
続して支援できるよう何年にもわたりバーチャル ファーストへの取り組みを繰り返してきただけでなく、Dropbox の運営
モデルが ESG 優先事項と確実に一致するようにもしています。2022 年には、バーチャル ワークに関連する GHG 排出
をカバーするようカーボンニュートラル目標を拡張しました。カーボン オフセットおよび除去を利用して、2022 年のテレ
ワークによる推定排出量を相殺できたことを喜ばしく思います。

https://blog.dropbox.com/topics/company/our-2022-diversity-report
https://blog.dropbox.com/topics/company/our-2022-diversity-report
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ユーザーを保護する

14

データ プライバシー、セキュリティ、信頼性 15



15

データ プライバシー、セキ
ュリティ、信頼性

Dropbox で最も価値を置いているのは「信頼に値する
存在」であること。簡単に達成できるとは思っておらず、
データ、チーム、およびデバイスを場所にかかわらず保
護することが極めて重要だと考えています。Dropbox 

製品すべての中核を成すセキュリティ、コンプライアン
ス、およびプライバシーの総合プログラム「Dropbox 

Trust Program」（Dropbox 信頼プログラム）は、市場
の変化や新たな課題に合わせて絶えず進化しています。
セキュリティ、データ ストレージ、プライバシー規格の
コンプライアンス、および規制に関する最新のリソース
は、Dropbox のウェブサイトでご覧いただけます。

弊社プライバシー ポリシーでは、Dropbox のサービス
をご利用になるお客様の個人データの収集、利用、保管
の方法など、ユーザー情報の取り扱いおよび保護につい
て記載しています。 

データ プライバシー、セキュリティ、信頼性に対する 

Dropbox のアプローチの詳細については、政府によるデ
ータ要請に応じて作成した弊社の 2021 ESG Impact 

Report(2021 年 ESG 影響レポート）、Privacy and 

Data Protection whitepaper(プライバシーとデータ
保護に関するホワイトペーパー）、Dropbox Business 

Security Whitepaper(Dropbox Business のセキュリ
ティに関するホワイトペーパー）、適正利用規約（AUP）、 
年 2 回発行している Transparency at Dropbox 

report(Dropbox での透明性レポート）、および 

Guiding Principles(基本理念）でもご覧いただけます。

Dropbox では、コンプライアンス、セキュリティ、プライ
バシー、データ保護へのアプローチを継続的に改善して
います。2022 年に達成した主な内容を以下でご紹介し
ます。

• Dropbox Business で EU クラウド行動規範への
準拠を達成しました。

• プライバシーに関連する技術的管理および機能の
構築を専門とするプライバシー エンジニアリング チ
ームを新設しました。

• ターゲティング広告を目的とした個人情報の共有か
らオプトアウトする権利を全ユーザーを対象に導入
しました。

• Dropbox Advanced、Dropbox Enterprise、 
Dropbox Standard で Dropbox のセキュリティ ア
ドオンを利用されているお客様に、ランサムウェアの
検知をご利用いただけるようにしました。これにより、
不審なアクティビティを早期に発見し、悪意のあるラ
ンサムウェア攻撃の拡散を回避することができます。

アプローチの進化

https://www.dropbox.com/business/trust
https://www.dropbox.com/business/trust
https://www.dropbox.com/business/trust/compliance/certifications-compliance
https://www.dropbox.com/privacy
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/www/en-us/security/privacy_data_protection_whitepaper_04-2020.pdf#:~:text=Personal%20data%20plays%20a%20huge%20part%20in%20society,used%20and%20protected%20by%20organizations%20they%20interact%20with.
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/www/en-us/security/privacy_data_protection_whitepaper_04-2020.pdf#:~:text=Personal%20data%20plays%20a%20huge%20part%20in%20society,used%20and%20protected%20by%20organizations%20they%20interact%20with.
https://assets.dropbox.com/www/en-us/business/solutions/solutions/dfb_security_whitepaper.pdf
https://assets.dropbox.com/www/en-us/business/solutions/solutions/dfb_security_whitepaper.pdf
https://www.dropbox.com/acceptable_use
https://www.dropbox.com/transparency
https://www.dropbox.com/transparency
https://www.dropbox.com/transparency
https://eucoc.cloud/en/home
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人を最優先する
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社会的影響

17 

18 

20 
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17

人材誘致およびエンゲー
ジメント

Dropbox での従業員エンゲージメ
ントを評価

影響力のある労働力を生み出す

全従業員が Dropbox でのそれぞれのキャリアで成長、
発展、成功することが当社の望みです。人材誘致および
エンゲージメントの詳細については、以下の文、および従
業員特典ウェブページをご覧ください。

Dropbox では年に 2 回、従業員エンゲージメント調
査「Soapbox」を実施しています。この調査で、従業員
と社内リーダーに、順調に進んでいることや改善が必
要なことに関してフィードバックするための公式ルー
トを提供しています。2022 年には、従業員の 91% が 

Soapbox 調査に回答しました。また、バーチャル ファ
ーストがエンゲージメント、生産性、有効性、幸福度の
向上に寄与しているとして、従業員エンゲージメント調
査でこれまでになく高い肯定的な評価を得られました。

2022 年に行ったこと：

• 新たな雇用理念「The Dropbox Way」（Dropbox 

流）を考案しました。これは、高い影響力を持つ人材
を雇用するための文化を促進する 6 つの雇用原則

「優れた人材と働く」、「平等に雇用する」、「目的を
持って評価する」、「成功に投資する」、「候補者には
顧客のように接する」、「Dropbox は約束を果たす」
で構成されています。

• 「High Impact Leadership」（影響力の高いリー
ダーシップ）プログラムを立ち上げました。これは、
結果に対する所有意識と責任感に焦点を当てた文
化を育成し、事業にとって正しい成果を生み出すこ
とを目的としたものです。

17

https://jobs.dropbox.com/perks
https://jobs.dropbox.com/thedropboxway
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多様性、公平性、インクル
ージョン

Dropbox では信頼でき、インクルーシブで、つながりのあ
るコミュニティを育成しようと努めています。 
多様性、公平性、インクルージョンに対する Dropbox 

のアプローチの詳細については、2021 ESG Impact 

Report(2021 年 ESG レポート）、Dropbox  

での多様性ウェブページ、2022 Diversity 

Report(2022 年多様性レポート）でご覧いただけます。

Dropbox における女性の割合10

Dropbox リーダーシップ チーム

非技術職

マネージャー

技術職

44%

54%

43%

10 Dropbox における多様性に関する用語の定義については、付録 C をご覧ください。

39%

28%

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://jobs.dropbox.com/diversity
https://jobs.dropbox.com/diversity
https://blog.dropbox.com/topics/company/our-2022-diversity-report
https://blog.dropbox.com/topics/company/our-2022-diversity-report
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米国 Dropbox の民族的背景11

Dropbox

マネージャー

非技術職

リーダーシップ チーム

技術職

11 Dropbox における多様性に関する用語の定義については、

付録 C をご覧ください。

白人

ヒスパニック

バイレイシャル/マルチ 
レイシャル

未指定

アジア人

黒人

アメリカ先住民と太平洋諸
島の住民

44%

50%

52%

51%

40%

8%

6%

10%

5%

6%

7%

8%

5%

9%

7%

3%

2%

3%

2%

3%

34%

31%

22%

33%

41%

4%

2%

6%

2%

3%

0%

0%

1%

0%

0%

白人

ヒスパニック

バイレイシャル/マルチ 
レイシャル

未指定

アジア人

黒人

アメリカ先住民と太平洋諸
島の住民

白人

ヒスパニック

バイレイシャル/マルチ 
レイシャル

未指定

アジア人

黒人

アメリカ先住民と太平洋諸
島の住民

白人

ヒスパニック

バイレイシャル/マルチ 
レイシャル

未指定

アジア人

黒人

アメリカ先住民と太平洋諸
島の住民

白人

ヒスパニック

バイレイシャル/マルチ 
レイシャル

未指定

アジア人

黒人

アメリカ先住民と太平洋諸
島の住民



20

健康、安全、幸福

2021 年 4 月、Dropbox はバーチャル ファーストの運
営モデルに移行し、リモートワークが従業員の主な働き
方となりました。この移行の一環として、学びのマインド
セットを持ち続け、学習内容を共有するよう力を入れて
きました。

その考えの下、2022 年の夏に初めて「Life in Virtual 

First」（バーチャル ファーストでの生活）調査を実施
し、Dropbox の従業員にバーチャル ファーストでの働
き方、またそのためにどのようなツールが必要だったか
について質問しました。この中で、調査回答者の 93% 

が自宅でも効果的に仕事ができることに賛同しました。
バーチャル ファーストへの方向転換に関する有益で励
みになるインサイトが得られた全結果は、こちらのブロ
グ記事で共有しています。集められたインサイトが、ハイ
ブリッドワークやリモートワークという働き方を今後も
効果的に利用しようとする個人や企業にとって道しる
べになることを願っています。

健康、安全、幸福に対する Dropbox のアプローチの 
詳細については、 2021 ESG Impact Report 

(2021 年 ESG 影響レポート）でご覧いただけます。

12 これらは米国での福利厚生です。Dropbox では、各地域で、必
要とされる状況に応じ、財務および健康を支援する手当を提供
しています。

Dropbox の福利厚生には、医療、歯
の治療、ビジョン プラン、退職準備と 
401k プログラム、死亡障がい保障、
および Modern Health（モダンヘル
ス）が提供するコーチングやセラピ
ーのオプションが含まれます。12

総合的なウェルネス

20

https://blog.dropbox.com/topics/company/what-weve-learned-from-our-firstever-life-in-virtual-first-survey
https://blog.dropbox.com/topics/company/what-weve-learned-from-our-firstever-life-in-virtual-first-survey
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://jobs.dropbox.com/Benefits?gh_src=jyo8sg00
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社会活動

Dropbox では、人、製品、リソースを活かす取り組みを
続けています。これにより、弊社の企業文化にプラスの
影響を与え、才能ある従業員の雇用と維持が可能にな
ると考えています。

13 Next Chapter 実習の 3 期生は 2023 年 7 月にプログラムを修
了しました。

2022 年のハイライト

• 91.5% 従業員のボランティア活動時間
が増加しました。

• 元受刑者にとって公平な職場を作る組
織である Next Chapter と提携して3 
期目となる実習プログラムを開始しま
した。13

• 従業員によるコミュニティへの貢献を推
進するため、Impact Days を世界規模
で 3 回開催しました。

https://www.nextchapterproject.org/
https://jobs.dropbox.com/blogs/impact-day-recap?linkId=100000201321288
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Dropbox for Good は、各人のスキルと時間を活かしたコミュニティへの奉仕を促進することを目的とした社員主導のグ
ループです。Dropbox では社員全員に年間 32 時間のボランティア休暇が与えられ、毎年 Dropbox 製品を非営利団体に
寄付することができます。また、慈善事業への寄付額に見合ったギフトが社員 1 人あたり年間 2,000 ドルを上限に贈られ
ます。

Dropbox for Good

一目でわかる Dropbox for Good

弊社は Dropbox Foundation と提携し、使途自由
な助成金を最長 3 年間提供して、Dropbox 社員
によるスキルベースのボランティア活動を促進して
います。2022 年 12 月 31 日時点で、2018 年以降 

Dropbox Foundation による人権擁護団体への寄付
額は合計 500 万ドルを超えています。 

 

2022 Hack Week 期間中に Dropbox 社員が取り
組んだスキルベースのボランティア プロジェクトの一
部詳細についてはこちらのブログ記事でご覧いただけ
ます。 

Dropbox Foundation

14 合計額は 10 万ドル単位に四捨五入されています。

22

従業員がボランティアに費やす時間

2021 年

1,910 3,657

170 万ドル 160 万ドル

2022 年

従業員による寄付と会社からのマッチングギフト14（米ドル）

https://www.dropbox.foundation/
https://www.dropbox.foundation/stories/hack-week-2022-the-whole-is-greater-than-the-sum-of-its-parts
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誠実に行動する

23

企業倫理と誠実性 

コーポレート ガバナンス

24 

25



24

当社では単に働き方を変えているのではありません。内面の変

化をワーク スタイルに反映し、変革をもたらしているのです。

 

Dropbox の Worldwide Code of Business Conduct and 

Ethics(グローバル行動規範と倫理規範）は、不正行為を阻止

し、法律、規則、規制、財政責任、説明責任における誠実性、廉

潔性、コンプライアンスを促進させることを念頭に作られてい

ます。Dropbox の行動規範は、弊社の取締役会により採択さ

れており、社員、幹部、派遣社員、取締役全員に適用されるもの

であり、毎年見直され、必要に応じて改訂されます。Dropbox 

の監査委員会が見直しおよび行動規範のコンプライアンス監

視の責任を負っています。

Dropbox の従業員には、毎年行われる情報セキュリティおよ

びプライバシー トレーニングに加えて、行動規範トレーニン

グを毎年完了することも求められます。2022 年には、社員の 

99% がこうしたトレーニングを完了しています。従業員には

毎年見直しと改訂が行われる情報セキュリティおよびプライ

バシー ポリシーを遵守することも求められます。

 

企業倫理と誠実性に対する Dropbox のアプローチの詳細に

ついては、2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響レ

ポート）、FCPA and Anti-Bribery Policy(FCPA および反

贈賄方針）、Supplier Code of Conduct(サプライヤー行動

規範）でもご覧いただけます。 

企業倫理と誠実性

https://dropbox.gcs-web.com/static-files/a4b882e5-ab26-45ca-87df-d6673a5da484
https://dropbox.gcs-web.com/static-files/a4b882e5-ab26-45ca-87df-d6673a5da484
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://assets.dropbox.com/documents/en-us/legal/Dropbox_Supplier_Anti-Bribery_Policy_v072017.pdf
https://go.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/documents/en/legal/dropbox-supplier-code-of-conduct.pdf
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Dropbox では、ワーク スタイルに変革をもたらす使命を推進するために、コーポレート ガバナンスの強化に取り組んでいます。コ

ーポレート ガバナンスに対する Dropbox のアプローチの詳細については、2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響レポ

ート）、2022 Proxy Statement(2022 年プロキシ ステートメント）、コーポレート ガバナンス ウェブページをご覧ください。

コーポレート ガバナンス

ESG ガバナンスと監視

取締役の独立性 取締役の在任期間

独立 5 年未満

非独立 5 ～ 9 年

9 年以上

8 人中 7 人 
独立した取締役被指名

者の割合

1 1

7 5

5 年間 
取締役被指名者の平均

在任期間
2

2022 年 5 月、Dropbox の取締役会は Dropbox の ESG 

活動、プログラム、開示の監視を社内の Nominating and 

Corporate Governance committee(指名およびコーポ
レート ガバナンス委員会）に委任しました。また、Dropbox 

の人的資本管理活動の監視も社内の Talent and 

Compensation committee(人材および報酬委員会）に委
任しました。さらに、Audit Committee(監査委員会）が信頼
性、ビジネスの継続性、サイバーセキュリティ、データ プライ
バシー、ならびに企業リスク管理プログラムを監督します。こ

れについては、2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影
響レポート）の「Role of Board in Risk Oversight Process」 

（リスク監督プロセスにおける取締役会の役割）に詳細が記
載されています。 

ESG ガバナンスと監視に対する Dropbox のアプローチの詳
細については、2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影
響レポート）でもご覧いただけます。

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://dropbox.gcs-web.com/static-files/cb77967b-a99a-4687-ab64-ca27b3702ba0
https://dropbox.gcs-web.com/corporate-governance
https://investors.dropbox.com/static-files/838292ad-576e-4fca-b830-e3c6ae93b8af
https://investors.dropbox.com/static-files/838292ad-576e-4fca-b830-e3c6ae93b8af
https://investors.dropbox.com/static-files/624bc3e9-d572-4791-b6c8-9d6d0812a634
https://investors.dropbox.com/static-files/624bc3e9-d572-4791-b6c8-9d6d0812a634
https://dropbox.gcs-web.com/static-files/5eb1dfeb-0336-494f-b428-8e5bf70e6a14
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf


26

  

  

    

  

    

    

  

    

    

    

15 上記の取締役会多様性マトリックスは、Dropbox の取締役会多様性統計を Nasdaq のルールにより規定された形式で公開しています。

1

1

3

1

2

3 5

8

取締役会多様性マトリックス（2023 年 3 月 23 日時点）(15)

ジェンダー・アイデンティティに基づく取締役の人数

以下の分類のいずれかに属する取締役の人数

アフリカ系アメリカ人、黒人

アラスカ系先住民、アメリカ先住民

アジア人

ヒスパニック、ラテン系

ハワイ系先住民、太平洋諸島の住民

白人

2 つ以上の人種または民族

LGBTQ+

人口学的背景 
非公開

取締役の人数

取締役の人数

女性 男性 ノンバイナリー ジェンダー非公開
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影響に責任を持つ

27

エネルギー 

排出量 

電子廃棄物

28 

30 

30



28

Dropbox の事業運営にはデータ センターが必要
であり、電気の使用が GHG 排出の最大の要因に数
えられます。そのため、持続可能かつ責任ある方法で
事業を運営するには、適切なエネルギー管理が重要
なポイントになります。エネルギー使用の管理に対す
る Dropbox のアプローチの詳細については、2021 
ESG Impact Report（2021 年 ESG 影響レポー
ト）でご覧いただけます。

Dropbox の革新的な自動 Deep Sleep テクノロジー
は、2022 年にデータ センターでのエネルギー使用量
をおよそ 510 万キロワット時低下させる中で重要な
役割を果たしました。

Deep Sleep テクノロジーは、稼働していないサーバ
ーを自動的に低電力モードに切り替えることでサーバ
ーの使用を最適化することができ、パフォーマンスに
影響を与えることなくエネルギー消費量を削減しま
す。その結果、この自動化技術を利用するデータ セン
ターでは、エネルギー フットプリントおよび電気料金
が大幅に削減されました。

エネルギー

Dropbox の Deep Sleep テ
クノロジーによる電気の節約

28

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
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電力使用量

データ センター電力使用量
効率（PUE）ベンチマーク

（MWh）

200,000

1.8

180,000

1.6

160,000

1.4

140,000

1.2

120,000

1.0

100,000

0.8

80,000

0.6

60,000

0.4

40,000

0.2

20,000

0

0
2019 年

Dropbox 
2019 年

GoogleDropbox 
2021 年

MicrosoftDropbox 
2020 年

MetaDropbox 
2022 年

IBM 世界平均

2021 年

データセンター 会社のオフィス

2020 年 2022 年

8,520

7,906 4,347

126,447 121,335167,659

1.27 1.32

1.2 1.2

1.1 1.1

1.18

1.53
1.59

167,659

14,907

29
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Dropbox では、スコープ 1 とスコープ 2 の GHG 排出量として、弊社の施設とデータ センターにおけるエネルギー消費に
よる直接および間接 GHG 排出量と、冷媒による一時的な排出量を測定しています。また、スコープ 3 の GHG 排出量とし
て、通勤や出張およびテレワークによる排出量も測定しています。Dropbox の GHG 排出量管理に対するアプローチの詳
細については、2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響レポート）をご覧ください。

排出量

GHG 排出量

データ センターの資源効率と信頼性を維持するに
は、IT ハードウェアを定期的にアップグレードする必
要があります。Dropbox では、使用済みハードウェア
を責任を持って廃棄するように努めています。また、可
能な限り IT ハードウェアを転売するようにも努め、機
器を長く使用し、資源の保護を促進して、経済的価値
の回収を可能にしています。電子廃棄物管理に対す
る Dropbox のアプローチの詳細については、2021 
ESG Impact Report（2021 年 ESG 影響レポー
ト）をご覧ください。

電子廃棄物

16 Dropbox でのスコープ 3 の移動や出張による排出量は、COVID-19 パンデミックにより移動や出張が制限されたことを主な要因として、2019 年から 

2021 年にかけて大幅に減少しました。 
17 Dropbox でのスコープ 3 の移動や出張による排出量は、COVID-19 パンデミックにより移動や出張が制限されたことを主な要因として、2021 年も低い
水準となりました。

スコープ 1 773

54,729

5,113

1,053

0

4117

1,623

53,533

41916

768

0

1,687

2019 年 
mtCO2e

2021 年 
mtCO2e

2020 年 
mtCO2e

2022 年 
mtCO2e

スコープ 2（マーケット基準）

スコープ 3 通勤や出張

発生した電子廃棄物：サーバーの転売とリサイクル
（ショートトン）

1000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0
2021 年

転売された IT 部品 リサイクルされた IT 部品

2022 年

351（37%）

116（10%）

371（90%）

596（63%）

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
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付録 A

SASB 指標

32

SASB ソフトウェア & IT サービス スタンダード 2018

コード 会計指標 回答

ハードウェア インフラストラクチャの環境フットプリント

TC-SI-130a.1 （1）総エネルギー消費量、
（2）グリッド電力の割合、
（3）再生可能エネルギー
の割合

2022 年に Dropbox のデータ センターが消費した電力は 
436,806 ギガジュール（GJ）でした。100% がグリッド電力で、
コロケーション データ センターの直接 IT 負荷の 100% が 
REC の購入による再生可能エネルギーでした。
詳細については、2021 ESG Impact Report(2021年 ESG 
影響レポート）の「環境」セクション、またはこの Impact Fact 
Sheet（影響ファクト シート）の「影響に責任を持つ」セクション
をご覧ください。

2022 年に Dropbox のデータ センターは 76,515 立方メート
ルの淡水を取水しました。取水した水はクローズドループ処理で
の冷却に使用されたため、消費された水はありませんでした。取
水の 3.07% は、ベースライン水ストレスが高いまたは非常に高
いとして世界資源研究所が特定した地域で行われました。

Dropbox は、優れた PUE を維持し、全体の電力消費量を最
適化して、データ センターの直接 IT 負荷に再生可能エネルギ
ーを 100% 利用することで、データ センターでのエネルギー
消費量削減に力を注いでいます。詳細については、2021 ESG 
Impact Report(2021 年 ESG 影響レポート）の「環境」セクシ
ョン、またはこの Impact Fact Sheet（影響ファクト シート）の「
影響に責任を持つ」セクションをご覧ください。

（1）総取水量、（2）総水消
費量、ベースライン水ストレ
スが高い地域または非常に
高い地域それぞれの割合

データセンターのニーズに
対する戦略的計画の中に
環境配慮を統合するための
検討

TC-SI-130a.2

TC-SI-130a.3

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
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TC-SI-220a.1 行動ターゲティング広告お
よびユーザーのプライバシー
に関する方針と実践の説明

2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響レポート）の
データ プライバシー、セキュリティ、信頼性のセクションおよび
プライバシー ポリシーをご覧ください。

Dropbox はユーザー データを販売することも、広告で収入を
得ることもありません。詳細については、プライバシー ポリシー
の「Dropbox が収集する情報とその理由について」セクション
をご覧ください。

2022 年、Dropbox ではユーザー プライバシーに関連する法
的手続きに起因する重大な金銭的損失はありませんでした。開
示基準が満たされた場合、法的手続きに起因する金銭的損失
は弊社の Form 10-K に記載されます。

Dropbox が法執行機関による要請にどのように対応しているか
の詳細については、Dropbox での透明性に関するレポートをご
覧ください。

Dropbox は、政府のデータ要請が、求める情報のみに制限さ
れ、特定のユーザーや合法な調査のみに厳密に絞り込まれるべ
きであると考えます。Dropbox のプライバシー ポリシーに従い、
弊社がユーザー情報をサードパーティに開示する可能性がある
のは、開示が合理的に必要であると判断した場合のみとなりま
す。Dropbox は、ユーザー データに対する政府（国家安全保障を
含む）の要請を受け、精査し、回答する際、特定の指針となる原則
に従います。

情報が二次目的で使用され
るユーザーの数

ユーザー プライバシーに
関連する法的手続きに起
因する金銭的損失の総額

（1）法執行機関からのユー
ザー情報開示の要請件数、

（2）情報が求められたユ
ーザー数、（3）開示に至っ
た割合

主要製品またはサービスが、
政府の要請により監視、ブロ
ック、コンテンツ フィルタリン
グ、検閲の対象となっている
国のリスト

TC-SI-220a.2

TC-SI-220a.3

TC-SI-220a.4

TC-SI-220a.5

データ プライバシーと表現の自由

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://www.dropbox.com/privacy
https://www.dropbox.com/privacy
https://investors.dropbox.com/node/10481/html
https://help.dropbox.com/transparency/reports
https://www.dropbox.com/privacy
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データ セキュリティ

グローバルで多様性に富み、高いスキルを持つ人材の採用と管理

TC-SI-230a.1 （1）データ漏洩件数、（2）個
人を特定できる情報（PII）が
含まれる割合、（3）影響を受
けたユーザー数

2022 年に重大なデータ漏えいはありませんでした。開示基準
が満たされた場合、重大なデータ漏えいが弊社の有価証券報
告書に記載されます。

2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響ファクト  
シート）のデータ プライバシー、セキュリティ、信頼性のセクシ
ョンおよびプライバシー ポリシーをご覧ください。

（1）未報告（2）14% の従業員が国外に所在

2022 年には、Dropbox 従業員の 91% がエンゲージメント調
査に回答しました。「Soapbox」として知られるこの調査は、従
業員と社内リーダーに、順調に進んでいることや改善が必要な
ことに関してフィードバックするための公式ルートを提供する
ことを念頭に設計されています。

この影響評価ファクト シートの「人を最優先する」セクション
および 2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響レポ
ート）の「多様性、公平性、インクルージョン」セクションをご覧
ください。

サードパーティのサイバー セ
キュリティ基準の使用を含
む、データ セキュリティ リス
クを特定し対処するアプロー
チの説明

（1）外国籍および（2）国外に
所在する従業員の割合

従業員エンゲージメントの
割合

（1）管理職、（2）技術スタッ
フ、（3）その他すべての従業
員における性別および人種/
民族グループの割合

TC-SI-230a.2

TC-SI-330a.1

TC-SI-330a.2

TC-SI-330a.3

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://www.dropbox.com/privacy
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
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知的財産の保護および競争行為

テクノロジーの混乱によるシステムリスクの管理

TC-SI-520a.1 反競争的行為の規制に関
連する法的手続きに起因
する金銭的損失の総額

（1）パフォーマンスの問題
の数、（2）サービスの中断
の数、（3）顧客の総ダウン
タイム

事業の中断に係る事業継
続リスクの説明

2022 年、Dropbox では反競争的行為の規制に関連する法
的手続きに起因する重大な金銭的損失はありませんでした。
開示基準が満たされた場合、法的手続きによる金銭的損失は
弊社の Form 10-K に記載されます。

2022 年、Dropbox におけるパフォーマンスの問題は 3 件、サ
ービスの中断は 0 件、顧客の総ダウンタイムは 64 分でした。

2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響レポート）
のデータ プライバシー、セキュリティ、信頼性のセクショ
ン、2022 年 Form 10-K の 19 ページ、および SOC 3 
レポートをご覧ください。

TC-SI-550a.1

TC-SI-550a.2

https://investors.dropbox.com/node/10481/html
https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://investors.dropbox.com/node/10481/html
https://www.dropbox.com/business/trust/compliance/SOC
https://www.dropbox.com/business/trust/compliance/SOC
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付録 B
パフォーマンス データ表

温室効果ガス（GHG）排出量1

四捨五入していることにより、以下の表にある内訳と合計が一致しないことがあります。また割合においても絶対値が正確に
反映されないことがあります。

1 GHG 排出量の算定方法については付録 C をご覧ください。

総 GHG 排出量（mtCO2e） 2019 年

773

54,602

54,729

60,489

54,720

54,720

108

108

311

438

236

236

2,688

2,815

52,687

52,687

21.64

60,616

5,113 419 41 1,687

2019 年

2019 年

2019 年

2020 年

1,623

53,414

55,456

54,392

54,392

112

112

321

440

212

212

3,771

3,890

51,266

51,266

20.14

55,575

53,533

2020 年

2020 年

2020 年

2021 年

1,053

37,106

38,200

38,094

1,013

該当なし

該当なし

該当なし

64

39

該当なし

1,827

1,053

36,332

0

0.41

1,094

1,094

0

0

2021 年

2021 年

2021 年

2022 年

768

36,948

39,403

37,676

743

該当なし

該当なし

該当なし

40

25

該当なし

1,847

768

35,870

0

0.32

2,455

2,456

0

0

2022 年

2022 年

2022 年

ロケーション別スコープ 1 および 2 の排出量（mtCO2e）
（スタジオ/オフィスおよびデータ センター）

発生源別スコープ 1 および 2 の排出量（mtCO2e）

GHG 排出原単位（mtCO2e/従業員）

スコープ 1

米国（ロケーション基準）

スタジオ/オフィス（ロケーション基準）

スコープ 2（マーケット基準）

オーストラリア（ロケーション基準）

データ センター（ロケーション基準）

総報告排出量（マーケット基準）

アイルランド（マーケット基準）

スコープ 2（ロケーション基準）

米国（マーケット基準）

スタジオ/オフィス（マーケット基準）

総報告排出量（ロケーション基準）

アイルランド（ロケーション基準）

スコープ 3（通勤や出張）

オーストラリア（マーケット基準）

データ センター（マーケット基準）

GHG 排出原単位（マーケット基準）

カーボン オフセット/再生可能エネルギー

イスラエル（ロケーション基準）

イスラエル（マーケット基準）
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エネルギー使用量

廃棄物発生量

2 廃棄物データはご利用いただけません。

総廃棄物（ショートトン）

データ センター

データ センター

リサイクルされた IT 廃棄物

コンポスト化された廃棄物

再販売された IT 廃棄物

埋め立てられた廃棄物

リサイクルされた廃棄物

1,413

197

351

6

592

193

36

38

776

612

116

97

371

65

0.86

164

総廃棄物 2019 年2 2020 年2 2021 年 2022 年

エネルギー使用量

総エネルギー使用量（MWh）

データ センター電力使用効率（PUE）

電力

その他の燃料

スタジオ/オフィス

データセンター

再生可能電力

再生可能電力（%）

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年

176,177

0

6,191

2,328

173,848

0

167,657

1.27

182,486

0

7,729

7,178

175,308

0

167,579

1.32

134,354

129,645

3,198

4,708

129,645

100

126,447

1.20

129,062

125,682

4,347

3,380

129,062

100

121,335

1.24
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付録 C
多様性に関する用語：Dropbox, Inc. は人材を以下に定義したカテゴリに分類しています。

• リーダーシップ カテゴリには、Dropbox の人事システムで指定されたレベルを基にした、取締役レベル以上の従業員が含
まれます。

• マネージャー カテゴリには、Dropbox の人事システムで指定されたレベルを基にした、人材管理に責任を負う個人が含ま
れます（取締役レベル以上を含む）。

• 技術職カテゴリには、Dropbox のエンジニアリング部門、プロダクト部門、デザイン部門の社員が含まれます（マネージャー 
カテゴリ以上の個人を含む）。

• 非技術職カテゴリには、Dropbox のエンジニアリング部門、プロダクト部門、デザイン部門以外に所属する全社員が含まれ
ます（マネージャー カテゴリ以上の個人を含む）。

• 性別および人種/民族の指定は、Dropbox の人事システムで従業員が自己申告したものとなります。
• 性別または人種/民族を Dropbox の人事システムで指定しないことを選んだ個人は、「該当なし」または「未指定」カテゴリ

となります。

再生可能エネルギー目標：Dropbox の再生可能エネルギー目標には、会社のオフィスおよびデータ センターの直接 IT 負荷に
おける電力使用量が反映され、直接燃焼燃料（天然ガスやディーゼル油など）およびデータ センターの冷暖房（Dropbox の管
理境界外）は除外されています。この目標には、Dropbox でのエネルギー消費をカバーするための再生可能エネルギー クレジッ
ト（REC）の利用が含まれます。弊社は、2021 ESG Impact Report(2021 年 ESG 影響レポート）に記載されているように、エ
ネルギー需要を削減すること、およびその他会社のオフィスおよびデータ センターの直接 IT 電力消費量をカバーするために十
分な REC を購入することで、再生可能エネルギーを 100% 利用する目標を 2021 年と 2022 年に達成しました。

データ センター インフラストラクチャ：90% を超えるユーザーのデータが、コロケーション データ センター施設にある 
Dropbox のインフラに保管されています。それ以外にユーザーが必要とするストレージには Amazon Web Services（AWS）
を利用し、Dropbox に代わって AWS で使用されるエネルギーをカバーするために REC を購入しています。 
 
テレワークによる排出量：GHG プロトコルに従い、テレワークによる排出量はスコープ 3 のカテゴリ 7「従業員の通勤による排
出量」に分類されます。Dropbox のテレワークの算定は国別の従業員のフルタイム当量（FTE）を基にし、テレワークによる平均
エネルギー使用量概算（各従業員によるノート パソコン、モニター、照明の平均使用量を基にしたプラグ負荷を含む）とオフィス
の冷暖房に使用する燃料消費量（気候地域で調整され、国別の従業員数を反映したもの）を組み合わせています。従業員の住
宅については、全体ではなく自宅の 10% が仕事に使用され、オフィスのエネルギー使用量に属するとみなしています。また、従業
員が働く時間の割合（OECD 労働時間/労働者を使用）分が調整され、テレワーク時間の割合（90%）分も調整されています。

38

https://aem.dropbox.com/cms/content/dam/dropbox/warp/en-us/esg/2021_ESG_Impact_Report.pdf
https://ghgprotocol.org/
https://www.oecd.org/unitedstates/
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Deep Sleep テクノロジー：Dropbox データ インフラストラクチャ チームは、稼働していないサーバーを自動的に低電力モー
ドに切り替えることでサーバーの使用を最適化し、パフォーマンスに影響を与えることなくエネルギー消費量を削減するために
このテクノロジーを作り上げました。その結果、この自動化技術を利用するデータ センターでは、エネルギー フットプリントおよ
び電気料金が大幅に削減されました。

GHG プロトコルの定義：GHG プロトコルでは、スコープ 1、2、3 の排出量を次のとおり定義しています。

• スコープ 1 排出量：組織が管理または所有する発生源に起因する温室効果ガス直接排出量。
• スコープ 2 排出量：購入した電気、蒸気、暖房、冷房に関連する間接排出量。
• スコープ 3 排出量：報告している組織が所有または管理していない資産の活動により生じるが、組織がそのバリューチェー

ンに間接的に影響を与えている排出量。スコープ 3 排出量には、組織のスコープ 1 と 2 の範囲にないすべての発生源が含
まれます。

• 通勤や出張による排出量：このカテゴリには、航空機、電車、バス、乗用車をはじめ、第三者が所有または運営する乗り物を
利用した、業務に関連する活動での従業員の輸送により生じる排出量が含まれます。

• マーケット基準の排出量：マーケット基準手法では、組織が購入することを選択した電力を基に排出量を算定します。この
電力は多くの場合、契約書または REC などの証書に記載されます。

• ロケーション基準の排出量：ロケーション基準手法には、エネルギー消費が発生するグリッドの平均排出原単位が反映さ
れます（多くの場合グリッド平均排出係数データを使用）。

GHG 排出量算定手法： 算定は World Business Council for Sustainable Development and the World Resources 
Institute が提供する GHG Protocol Corporate Accounting and Reporting Standard（GHG プロトコル コーポレート
算定報告基準）と The Climate Registry’s General Reporting Protocol（気候レジストリの一般的報告プロトコル）に準拠
しています。リース設備を含め Dropbox が運営を管理しているすべての施設がスコープ 1 とスコープ 2 の GHG インベントリ
に含まれます。実際のエネルギーの請求書がなかったものについては、商業建物エネルギー消費量調査データベースを使用し
て排出量を概算しています。報告された GHG 排出量には、電気、天然ガス、および燃料の消費により排出される CO2、CH4 
および N2O、ならびに建物やデータ センターでの冷媒使用による HFC 排出量が含まれます。Dropbox では PFC、SF6
、NF3 の使用による排出はありません。エネルギー消費、燃料燃焼、および通勤や出張のデータを GHG 排出量に変換する
際、Dropbox では米国環境保護庁（EPA）の Emissions & Generation Resource Integrated Database（eGRID）、国際
エネルギー機関（IEA）、Environment Canada National Inventory Report、US EPA Emission Factors Hub、US EPA 
Office of Research and Development Supply Chain Greenhouse Gas Emission Factors for US Industries and 
Commodities、英国環境・食糧・農村地域省による係数を使用しています。排出を CO2e に変換するために使用した地球温暖
化係数は、IPCC 第 4 次評価報告書のものです。
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• スコープ 1 直接排出量には、固定燃焼と冷媒漏洩が含まれます。Dropbox による排出の直接排出源には、ビル暖房、 
予備発電機の定置式ディーゼル使用、所有し運転している設備での冷媒漏洩が含まれます。

• スコープ 2 間接排出量には、購入した電力による排出が含まれます。リースしているコロケーション データ センターの場
合、Dropbox では運営管理統合アプローチをとっており、スコープ 2 の報告ではリースしているコロケーション データ セ
ンターの上流排出量についても説明しています。

• ロケーション基準の排出量の算定には、ロケーション基準の電力グリッド排出原単位係数を使用しています。これは、 
特定の地域で消費される電力単位あたり発生する GHG 排出量を定義しています。

• マーケット基準の排出量の計算には、特定の地域における再生可能エネルギーの使用を差し引いた後の、グリッド排出原
単位の残余要因を使用しています。

• 2019 年、2020 年、2021 年、2022 年、Dropbox はスコープ 3 の通勤や出張に関連する排出量のみ報告しています。これ
には、航空機、ホテル、レンタカー、鉄道による排出量が含まれます。

• GHG プロトコルに従い、テレワークによる排出量はスコープ 3 のカテゴリ 7「従業員の通勤による排出量」に分類されま
す。Dropbox のテレワークの算定は国別の従業員の FTE を基にし、テレワークによる平均エネルギー使用量概算（各従
業員によるノート パソコン、モニター、照明の平均使用量を基にしたプラグ負荷を含む）とオフィスの冷暖房の燃料使用量

（気候地域で調整され、国別の従業員数を反映したもの）を組み合わせています。従業員の住宅については、全体ではな
く自宅の 10% が仕事に使用され、オフィスのエネルギー使用量に属するとみなしています。また、従業員が働く時間の割合

（OECD 労働時間/労働者を使用）分が調整され、テレワーク時間の割合（90%）分も調整されています。
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パフォーマンス データ表、スコープ 3（通勤や出張）：Dropbox のスコープ 3 排出量は、COVID-19 パンデミックにより移動や
出張が制限されたことを主な要因として、2019 年から 2021 年にかけて大幅に減少しました。
 
パフォーマンス データ表、オーストラリアおよびイスラエル：2021 年 4 月に、Dropbox はバーチャル ファーストの働き方に移
行し、リモートワークが従業員の主な働き方となりました。Dropbox は自社のスタジオ スペースをすべて貸し出し、フルタイム
のオフィス スペースからスタジオに転換したことで事業運営に必要な物理的なスペースの大きさを削減しました。また、バーチ
ャル ファーストに移行することにより、一部のサードパーティが所有し管理するスタジオやオフィスに関連する排出量が、GHG 
Protocol Corporate Accounting and Reporting Standard（GHG プロトコル コーポレート算定報告スタンダード）のスコ
ープ 3 に分類されることになります。Dropbox では現在、スコープ 1 とスコープ 2 に分類される自社のスタジオ、オフィス、デー
タ センターからの排出量のみ報告しています。サードパーティが所有し管理するスタジオ、オフィス、データ センターからの排出
量は、スコープ 3 に分類されるため現在報告していません。
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Dropbox, Inc.  
1800 Owens Street  
Suite 200 
San Francisco, CA 94158 このレポートについてのご質問は、こちらまでお問い合わせください：esgreport@dropbox.com
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